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国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
が
で
き
な
い
か

厳
し
い
財
政
状
況
に
陥
っ
て
お
り
、
引
き
下
げ
は
難
し
い

清し
み
ず水

　
修

お
さ
む

Q　

国
民
健
康
保
険
は
、
低
所
得
者
が
多

く
加
入
す
る
医
療
保
障
制
度
で
あ
る
。
し

か
し
、
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
た

め
に
、
滞
納
世
帯
が
加
入
世
帯
の
15
％
を

占
め
る
な
ど
、
構
造
的
な
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税
の

問
題
の
解
決
は
、
住
民
の
健
康
と
暮
ら
し

を
守
る
上
で
も
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
最

重
要
な
柱
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
制
度
の

持
続
性
を
確
保
す
る
上
で
も
、
社
会
の
公

平•

公
正
と
い
う
面
か
ら
も
、
避
け
て
通

れ
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
国
民
健
康

保
険
税
の
引
き
下
げ
が
で
き
な
い
か
。

A　

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、

ほ
か
の
医
療
保
険
に
比
べ
、
高
齢
者
や
低

所
得
者
の
加
入
割
合
が
高
い
傾
向
に
あ
り
、

財
政
基
盤
が
脆
弱
で
あ
る
と
い
う
構
造
的

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
市
で
は
、
国
民

健
康
保
険
税
の
ほ
か
に
、
財
源
の
一
部
を

一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

に
繰
り
入
れ
て
い
る
。
平
成
30
年
度
に
制

度
改
正
が
行
わ
れ
、
県
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ

役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、
共
同
で
国
民
健

康
保
険
事
業
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。
市
と
し
て
は
、
県
と
と
も
に
共
同

保
険
者
と
し
て
、
事
業
の
安
定
的
な
運
営

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
税
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は

難
し
い
。

公
民
館
建
設
防
災
調
査
報
告
会
の
意
見
の
内
容
を

総
合
支
所
や
公
民
館
な
ど
多
様
な
意
見
が
あ
っ
た

田た
じ
ま島

　
信の

ぶ
よ
し吉

Q　

市
は
新
た
な
場
所
に
つ
い
て
は
、
防

災
調
査
の
結
果
報
告
会
を
開
き
、
意
見
を

聞
き
参
考
に
し
な
が
ら
進
め
る
と
し
て
い

た
が
、
既
に
検
討
し
て
い
る
が
、
意
見
の

内
容
と
、
ど
ん
な
意
見
を
参
考
に
検
討
を

始
め
た
の
か
。

A　

意
見
の
内
容
は
、
総
合
支
所
敷
地
が

良
い
。
公
民
館
敷
地
が
良
い
。
第
３
の
場

所
は
時
間
が
か
か
る
。
国
道
よ
り
高
い
所

が
良
い
、
ほ
か
の
所
な
ど
多
様
な
意
見
が

あ
っ
た
。
市
独
自
に
検
討
し
て
い
る
。

—

地
域
一
体
や
安
全
な
場
所
の
定
義—

Q　

地
域
が
ま
と
ま
れ
る
状
態
や
安
全
は

降
雨
浸
水
だ
け
で
は
な
い
が
、
市
は
ど
ん

な
状
態
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

A　

地
域
が
ま
と
ま
れ
る
安
全•

安
心
な

場
所
が
良
い
。

—

新
建
設
地
で
は
巨
額
な財政

支
出
が—

Q　

新
た
な
場
所
に
建
設
す
る
に
は
時
間

と
巨
額
な
財
政
支
出
が
必
要
だ
が
、
現
時

点
で
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

A　

多
額
な
お
金
は
必
要
だ
が
、
安
全
な

場
所
に
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
も
の
と
し

て
の
建
設
と
な
る
。

—

河
岸
浸
食
区
域
内
の

川
本
中
学
校
の
認
識—

Q　

川
本
中
学
校
敷
地
の
ほ
ぼ
全
域
が
河

岸
浸
食
家
屋
流
失
区
域
内
と
な
っ
た
。
避

難
訓
練
の
状
況
や
、
建
物
被
害
等
に
対
す

る
対
応
を
聞
き
た
い
。

A　

河
岸
浸
食
に
伴
う
避
難
訓
練
は
行
っ

て
い
な
い
。
河
岸
浸
食
区
域
指
定
は
、
水

防
法
改
正
に
伴
う
ソ
フ
ト
対
策
で
あ
り
避

難
対
策
等
が
中
心
だ
が
、
対
応
は
し
て
い

く
。

A　

未
利
用
資
産
の
利
活
用
と
公
共
施
設

の
整
備
は
視
点
が
同
じ
で
は
な
い
。

—

深
谷
ね
ぎ
ま
つ
り
に
対
す
る評価

は—

Q　

深
谷
市
は
深
谷
ね
ぎ
ま
つ
り
を
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

A　

ね
ぎ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
や
観

光
に
大
き
く
貢
献
を
し
て
い
る
と
考
え
る
。

Q　

市
は
今
後
、
何
ら
か
の
形
で
連
携
や

支
援
を
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

A　

実
行
委
員
会
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
話

を
聞
く
用
意
は
あ
る
。

旧
中
瀬
小
学
校
体
育
館
の
マ
イ
ナ
ス
入
札
は
適
正
だ
っ
た
の
か

全
く
問
題
な
い
と
考
え
る

村ミ
ル
ク川

　
徳お

や
じ浩

Q　

市
は
最
低
落
札
価
格
１
７
８
２
万
１

千
円
に
設
定
し
行
っ
た
２
回
の
入
札
が
不

調
に
終
わ
っ
た
事
を
理
由
に
、
体
育
館
を

取
り
壊
し
、
住
宅
を
建
て
る
こ
と
を
条
件

に
、
マ
イ
ナ
ス
価
格
の
入
札
を
行
っ
た
。

最
低
落
札
価
格
を
引
き
下
げ
た
通
常
の
入

札
を
行
う
考
え
は
無
か
っ
た
の
か
。

A　

２
回
の
入
札
不
調
で
活
用
型
の
ニ
ー

ズ
は
な
い
と
判
断
し
た
。

Q　

広
報
ふ
か
や
に
掲
載
さ
れ
た
、
売
却

後
に
想
定
さ
れ
る
税
収
見
込
み
１
７
３
０

万
円
は
、
深
谷
市
民
が
住
宅
を
建
築
し
て

も
市
民
税
の
増
収
が
見
込
め
な
い
た
め
、

あ
り
得
な
い
数
字
だ
。
不
適
切
な
表
記
を

行
政
が
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
。

A　

税
収
増
が
ど
の
位
あ
る
か
マ
ス
コ
ミ

か
ら
求
め
ら
れ
た
た
め
、
あ
く
ま
で
一
つ

の
例
と
し
て
試
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

Q　

川
本
総
合
支
所
の
敷
地
に
つ
い
て
は

安
全
性
を
理
由
に
公
民
館
の
建
設
は
違
う

場
所
に
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
同
じ
基
準
の
旧
中
瀬
小
学
校
体

育
館
敷
地
に
つ
い
て
は
住
宅
建
設
を
条
件

に
し
て
い
る
。
矛
盾
は
な
い
か
。

「
く
る
リ
ン
」
の
再
編
で
利
用
し
や
す
く
な
る
の
か

利
用
者
が
集
中
す
る
目
的
地
に
運
行
ル
ー
ト
を
集
約
し
た

鈴す
ず
き木

　
三み

つ
お男

Q　

深
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
く
る

リ
ン
」
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

A　

「
く
る
リ
ン
」
は
定
時
定
路
線
バ
ス

と
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
２
種
類
あ
り
、
市
内

全
域
で
「
く
る
リ
ン
」
に
乗
降
で
き
る
。

10
万
人
の
利
用
見
込
み
を
上
回
る
利
用
実

績
で
あ
る
。

Q　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
く
る
リ
ン
」

の
再
編
で
利
用
し
や
す
く
な
る
の
か
。

A　

現
運
行
を
約
４
年
間
運
行
し
て
い
る

が
、
好
評
な
路
線
と
そ
う
で
な
い
路
線
が

生
じ
て
い
る
。
再
編
計
画
は
、
一
部
の
路

線
で
車
両
の
大
型
化
を
図
り
、
利
用
者
が

集
中
す
る
目
的
地
に
運
行
ル
ー
ト
を
集
約

し
た
。
経
費
を
抑
え
て
バ
ス
運
行
が
持
続

で
き
る
よ
う
に
再
編
す
る
。

—

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を—

Q　

バ
ス
停
ま
で
の
歩
行
が
困
難
な
高
齢

者
が
増
加
し
て
い
る
が
、
自
宅
か
ら
目
的

地
ま
で
移
動
で
き
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

も
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　

市
は
、
合
併
で
拠
点
が
分
散
し
面
積

も
広
い
の
で
、
定
時
定
路
線
バ
ス
と
デ
マ

ン
ド
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
。
現
段
階
で

の
市
民
ニ
ー
ズ
を
集
約
し
て
作
成
し
た
再

編
計
画
に
よ
り
バ
ス
を
運
行
す
る
。
今
後

も
市
民
の
需
要
の
変
化
が
確
認
さ
れ
た
時

点
で
適
宜
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
す
る
。

—

早
急
に
信
号
機
や
横
断
歩
道
の

整
備
を—

Q　

北
通
り
線
の
熊
谷
市
と
の
境
界
の
交

差
点
に
信
号
機
と
横
断
歩
道
の
整
備
を
。

A　

信
号
機
と
横
断
歩
道
の
設
置
は
、
警

察
の
判
断
に
よ
る
が
、
信
号
機
設
置
条
件

を
満
た
し
て
い
な
い
の
で
、
難
し
い
。

熊谷市との境界にある北通り線の交差点川本総合支所

旧中瀬小学校体育館
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こちらから

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから


